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   An 80-year-old female patient with urethral carcinoma is reported.A red, easily bleeding 
mass at the urethral meatus was diagnosed as transitional cell carcinoma by biopsy. Complete 
resection of the urethra and tubeless cystostomia were performed. Postoperative M-VAC therapy 
a combination of methotrexate,  vinblastine, adriamycin and cisplatin was employed. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1943-1945, 1989) 


















・般 検査 成 績1未 梢 血 液 所 見;WBC8 ,800/mm3,
RBC384×104fmm3,Hbl3。09/dl,Ht.38.0%,血




血 沈 冗 進(一),尿 所 見;蛋 白(一),糖(一),R.BC
I～2/hpf,WBC(一),尿細 胞 診;陰 性.内 視 鏡 所 見;
種瘍 は 前部 尿 道 に 限 局 し,膀 胱 内景 は 異 常 な か った.
X線 検 査 所 見;胸 部 お よび 腎膀 胱 部 単 純 撮 影,排 泄性
尿路 造 影 に て 異 常 所 見 を認 め なか った.外 来 に お け る
{k検に て,尿 道 癌 と診 断 した.な お,そ の 他 諸 検 査 に
て遠 隔転 移 は み られ な か った,入 院 後5月26日 腫 瘍 を
含め た 尿道 全 別 除 術 お よび 尿路 変 更 と して チ ュ ー フ レ
スの膀 胱 懐 を 造 設 した.
病 理 組 織 学 的 所 見;別 出標 本 は,乳 頭 状 増 生 を 示
し,表 面 に潰 瘍 を 伴 って い た.腫 瘍 組 織 は,一 部 で 腺






組 織 例 数(%)
扁 平 上 皮 癌
腺 癌










































主 訴 例 数(%)
Fig.2.Histologicalfindingsincase
は 移 行上 皮 癌 で あ った(Fig.2).
治療 の 経 過;術 後再 発 予 防 と してM-VAC(metho-
trexate,vinblastine,adriamycin,cisplatin)療
法 を1ク ー ル 施 行 した 、 投 与 時,口 内 炎,白 血 球 減
少,な ど出現 した が そ の後 回 復 した.術 後6ヵ 月 を経
た現 在,再 発 は な い.
考 察
尿 道 出 血


















原 発 性 女子 尿 道 癌 は,本 邦 では,1905年難 波 に よ り
初 め て報 告 され,そ の 後,岩 崎 らD,山 崎 ら2),堀内
ら4)によって 集 計 され て い る.今 回,わ れ わ れ は ,堀
内 ら4)以降 自験 例 の1例 を 含め295例 を 集 計 した.病
理 組 織 記 載例 の235例に つ い て み る と,扁 平 上 皮 癌111
イダIJ(37.6%),腺弄癖92イダll(31.2%),移そ了一E皮り酪32伊遡
(10.8%)とな っ て い る(TableI).外 国 例 で も
Srinivasら11)は,扁平 上皮 癌70%,腺 癌13%,移 行
上 皮癌15%,JohnsOnら9)1よ,扁平 上 皮 癌45%,腺 癌
41%,移 行 上 皮 癌10%と報 告 し,一 般 に移 行 上皮 癌 の
頻 度 は低 い.今 回,自 験 例 を 含め 本 邦 の32例の移 行 上
皮癌 につ い て,文 献 的 考 察 を 加 え る.年 齢 は,30歳
代か ら80歳代 に わ た り,平 均59.5歳で あ り,50歳代が
最 も 多 く13例を しめ た(Table2).女子 尿道 癌 全体 の
平 均 年 齢 に つ い て も,Srinivasら1Dは61歳,Turner
ら8)は,60歳代 で あ った と報 告 し同様 の 傾 向で あ る.
主 訴 は,尿 道 出血 が最 も多 く,排 尿 困難,尿 閉,外
尿 道 口腫 瘤 な どの順 で あ った(Table3).山崎 ら2)の
全 尿 道 癌 の 集 計 に よれ ば,排 尿 困 難43%,出 血37%,
1峯痛21%,で あ った.同 様 にBrackenら7)は,出 血
56%,排 尿 困難38%,排 尿 痛30%と 述 べ,一 般 に 症 状
は 多様 で特 徴 的 な こ とは な い とい え る が,易 出血 性 は
rEtl視す べ き所 見 と考 え る.
診断 は,外 尿 道 口部 の視 触 診 に よ り容 易 に 発 見 され
る場 合 が 多 いが ・ 後部 尿 道 に 発 生 した も の は,膣 内




































を 加 え た.
}945
木論 文 の 要 旨 は 第458回 日 本泌 尿Xy;iit'Lデ:会東 京地 方 会:こお
い て 発 表 した.
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